
第3章-4-(1)－ア

国際ネットワークの形成と多様な
交流の推進

負担 □ その他（　　）

沖縄移民の先駆者である「當山久三」の生涯と時代背景、現代への繋がりを辿るドキュメント番組の制作、令和２年２月に本町とハワイ州ホノルル市と友好都市
を締結した事を記念した石碑の建立、當山久三銅像周辺装飾等の製作業務を実施した。（業務委託）
また、１２月５日の「金武町移民の日」に、第１回移民団を送り出した本町出身の當山久三の偉業をたたえる顕彰式と、上記ホノルル市友好都市締結記念石碑除
幕式を実施した。また、１２月１日～１２月１０日の期間、移民関連資料・友好都市協定関連・金武町青年海外派遣事業に関するパネル展を実施。
新型コロナウイルス感染症の影響で、毎年実施していた記念公演イベントについては中止とした。

市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 金武町移民の日記念事業
沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-１
29 3 該当箇所

担当部課名 企画課
事業実施
年度

平成
～

事業内容

実施方法 ■ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 合計

Ｂ．執行済額 2,338 5,924 2,702 9,182 20,146

Ａ．予算現額 2,755 5,924 3,548 9,150 21,377

執行率（％）(B/A) 84.9% 100.0% 76.2% 100.3%

（顕彰式の実
施）

（顕彰式の実
施）

（顕彰式の実
施）

（顕彰式の実
施）

（移民関連学
習会の実施）

実　績
移民関連学習
会の実施

94.2%

うち
交付金充当額

1,870 4,738 2,101 7,345 16,054

執行状況の説明
新型コロナウイルスの影響により、集客イベントが実施できない状況が続いており、本事業の実施内容につい
ても計画変更を余儀なくされている。その状況の中で、事業目的を達成できるよう留意しながら代替案を模索
しながら取り組んでいる。

なし

移民関連学習会の実施

目　標
（移民関連学
習会の実施）

（移民関連学
習会の実施）

（移民関連学習
会の実施）

（移民関連学
習会の実施）

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H３０年度 R1年度 R2年度 R3年度

（顕彰式の実
施）

実　績 顕彰式の実施 顕彰式の実施 顕彰式の実施 顕彰式の実施 顕彰式の実施

顕彰式の実施

目　標

講演等の実施

目　標
（講演等の実

施）
（講演等の実

施）
（講演等の実

施）
（講演等の実

施）

移民関連学習
会の実施

移民関連学習
会の実施

なし

実　績

（講演等の実
施）

実　績 講演等の実施 講演等の実施 講演等の実施 なし なし

参加者に対してのアンケートで、移民の歴史
に対する理解が深まったか（80％以上）を含
め、当該事業のあり方を検証する。 実　績 94.30%

目　標 （　　80％　　） （　　80％　　） （　　80％　　）

○年度 ○年度 R1年度 R2年度 R3年度

実　績

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

目　標



【R3年度】
・コロナウイルスの影響により、記念公演イベントが中止となり、事業計画の
変更を余儀なくされた。その為、年度途中に事業計画を変更する必要が生
じ、結果的に成果物の納品が年度末となった。
・ビデオにすることで、子ども達にも受け入れられやすかったようで、ねらい
以上の効果を得ることができた。

【R３年度】
・アンケート結果を踏まえ、実施内容の充実化や対象者等を検討する事に
よって効果を高めていく。

目標/発現年度

参加者に対してのアンケートで、移民の歴史に対する理
解が深まったか（80％以上）

目　標 80.0%

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 R３年度 ○年度 ○年度 ○年度

実　績 83.6%

○年度
■ 後年度に発現する事業効果

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R３年度】
・新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じ事業計画の変更が必要となった際には、事業目的の一つである人材育成に着目し、ニーズの聞き取り
等を実施した上で代替プログラムを決定していく。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【R３年度】
・町内小学校（４年生以上）及び町内中学校において、ビデオを配布して授業の中で活用してもらい、アンケートを実施した。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標



実　績

目　標

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度 H30年度 R1年度

配付した各施設において絵本の共用を行う。

実　績 100% 100% 100%

目　標 100% 100% 100%

実　績

実　績

目　標

目　標

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度 H30年度 R1年度

実　績 100% 100% 100%

町内こども園をはじめ、関係施設等へ作成し
た絵本を配付。

目　標 100% 100% 100%

実　績

100.0%

うち
交付金充当額

811 812 803 2,426

執行状況の説明 ○本事業においては、計画的に執行されている。

事業期間中
の予算額
・執行額

【単位:千円】

平成29年度 平成30年度 令和１年度 合計

Ｂ．執行済額 1,015 1,016 1,004 3,035

Ａ．予算現額 1,015 1,016 1,005 3,036

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0% 99.9% #DIV/0!

事業内容

「金武町の民話と伝説」及び「金武町の偉人」を絵本化し学校、地区公民館、県内図書館、海外金武町人会等に配布する。
　金武町の民話と伝説には、地域独特のユーモアやスケールがあり、絵本を作製することは町の文化や歴史を学び、ふるさとへの所属意識を高
めるのに有効な手段である。
　また、金武町にはフィリピン移民の父と呼ばれた「大城孝蔵氏」や最後の琉球政府行政主席を務めた「松岡政保氏」がおり、彼らの生涯を絵本
化することで、金武町の歴史や文化、精神を学ぶことができる。
　作製する絵本のなかでは、金武方言を用い、島くとぅばへの継承を図る。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-3-(2)
29 1 該当箇所

担当部課名 社会教育課
事業実施
年度

平成
～

市町村名 金武町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 「金武町の偉人及び民話」絵本化事業
沖縄２１世紀ビジョン 第3章-1-(4)－ア

基本計画該当箇所 沖縄の文化の源流を確認できる環
境づくり



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【R２年度】
・新型コロナウイルス感染拡大の状況を注視しながら、寄贈先と協議し令和３年度にアンケートの実施を行いたい。
　加えて、町内のこども園・幼稚園・各小中学校での読み聞かせや授業等での活用に生かせるようにする。

【R３年度】
・目標以上の効果が得られているため、読み聞かせや授業の等での活用等を続けていく。

【R2年度】
・アンケートが実施できなかったため、事業効果の確認が出来ない状況であ
る。

【R2年度】
・アンケートが実施できなかったため、事業効果の確認が出来ない状況で
ある。

【R3年度】
・目標以上の効果を得た。

【R3年度】
・学校内でのお薦め図書にするなど、多くの子ども達に読んでもらえるよう
な環境づくりを進めていく。

80.0% 80.0%

状
況
説
明

【R1年度】
・R1年度は事業実施中で、アンケートはR2年度に繰り越して実施する。

【R２年度】
・寄贈先、主に町内小学校にアンケートを行う予定で有ったが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施が行えなかった。

【R３年度】
・町内小学校で学校図書館司書に協力をお願いし、読み聞かせ及びアンケートを行った。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

■ 中期にわたる事業効果 R1年度 R2年度 R3年度 ○年度

実　績 未実施 未実施 89.0%

○年度
□ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

寄贈先の読者へのアンケートで、絵本の内容について理
解できたか（80％以上）を含め、当該事業のあり方を検証
する。

目　標 80.0%


